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新たな議会構成で始動
　令和3年第3回定例会の初日（9月7日）に、議長・副議長の改選が行われ、

議長に古川 徹議員、副議長に中村 義則議員が選出されました。 

　また、各常任委員会、議会運営委員会の委員が決まり、各委員会の委員長・

副委員長が互選されたほか、一部事務組合議会議員などが選任されました。 

　今後も全議員が町政発展のため全力で取り組んでいきます。 
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議
会
の
運
営
や
会
議
規
則
、
委
員
会
条
例

な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
協
議
し
ま
す
。

◎
委
員
長　

浅
岡　
　

厚

○
副
委
員
長　

鑓
田　

貴
俊 

　

委　
　

員　

古
川　
　

明
、
佐
久
間
一
夫

 

善
塔　

道
代
、
内
山　

菊
敏

東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
議
会
議
員

　

善
塔　

道
代
、
小
川　

浩
安

山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

　

細
田　

一
男 

（
規
約
第
６
条
第
２
項
本
文
に
係
る
議
員
）

　

荒
木
か
す
み 

（
規
約
第
６
条
第
２
項
た
だ
し
書
き
に
係
る
議
員
）

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　

中
村　

義
則

監
査
委
員

　

古
川　
　

明

　

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
時
代

に
即
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
議
会
運
営
の

改
善
を
行
い
ま
す
。

◎
委
員
長 

善
塔　

道
代

○
副
委
員
長 

内
山　

菊
敏

　

委　
　

員 

浅
岡　
　

厚
、
中
村　

義
則

 

原
田　

教
光
、
小
川　

浩
安

 

西
村　

み
ほ

　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

健
全
で
適
正
な
病
院
運
営
に
向
け
た
提
案
を

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
委
員
長 

中
村　

義
則　
　
　

○
副
委
員
長 

内
山　

菊
敏

　

委　
　

員 

議
長
を
除
く
11
人

※
議
長
は
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別
委
員
会
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に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

議会運営
委員会

議会選出の
一部事務組合議会
議員・監査委員

議会改革推進
特別委員会

病院運営改革
特別委員会

　開かれた議会を目指し、「議会だより」
を年4回発行しています。町民の皆さま
に親しまれる紙面づくりを目指し、日々
奮闘しておりますので、ご意見やご要望
などをお寄せください。

九十九里町　議会事務局　お問い合せ 検索

皆さまからのご意見を
お待ちしております

　町議会では、より多くの方に町議会のことを知っ
ていただくために、町のホームペー
ジで「議会会議録」を公開しています。
　順次掲載しますので、ご覧ください。

九十九里町　議会会議録 検索

「議会会議録」を
町のホームページで
公開しています！
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設置の目的 　
　東千葉メディカルセンターの運営に対する告発文に関する調査を行い、是正を求めること。

設置の経緯
　令和2年10月30日の全員協議会で町より告発文の報告を受け、11月24日には設
立団体により地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター（以下、「法人」）
に対して実施した立入検査の報告がされました。
　真相の解明には更なる調査の必要があると判断し、令和2年12月定例会で特別
委員会の設置が決定されました。

開 催 状 況

開催期日 主な内容

 第1回　
 令和2年12月8日

●法人からの調査報告（「人事・定員管理」「給与」「委託業務」「購買契約」「総括」
の大項目、73の小項目）に対して意見書を提出。
　・すべての告発文に対する早急な回答
　・不適切契約、規律違反等の是正をいつまでに行うのか　など
●町へ第三者委員会設置について要望書を提出。

 第2回　
 令和2年12月22日

●委員会より前回提出した意見書・要望書に対する回答について、法人及び
町から報告を受け、質疑を実施。

 第3回　
 令和3年1月22日

●設立団体からの是正命令に対し、法人より回答を受け、質疑を行う。
●町へ懲戒審査委員会の報告について要望書の提出。
　・報告書の提出期限を2月19日までとする
　・次回の委員会には、明確な回答ができる者の出席を求める

 第4回　
 令和3年2月26日

●懲戒審査委員会からの報告を受け、質疑を実施。
●第三者委員会の設置について町より説明を受け、質疑を実施。

 第5回　
 令和3年8月20日

●第三者委員会の弁護士より調査報告書について説明を受け、質疑を行う。
　・人事・給与関係の規程違反
　・契約関係に関する規程の不遵守　
　・第三者委員会からの10項目の提言　など

※令和3年8月30日の全員協議会にて、法人から関係職員の懲戒処分等の報告を受ける。

ま と め
　第三者委員会の調査結果報告、法人による関係職員の処分など、一定の結果は示されましたが、再
発防止体制の確立、法人による関係者の告訴・告発などが確実に行われるか監視する必要性があるため、
委員会は継続することにしました。

病院運営改革特別委員会～中間報告～
　病院運営改革特別委員会の改選（令和3年9月9日）に伴い、令和3年9月22日定例会において、
中村委員長より中間報告が行われました。
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総務費総務費
32%32%

24億1149万円24億1149万円

民生費民生費
23%23%

17億2227万円17億2227万円

教育費教育費　8%　8%
6億3772万円6億3772万円

公債費公債費
8%8%

5億7613万円5億7613万円

衛生費衛生費
8%8%

6億435万円6億435万円

農林水産業費農林水産業費
6%6%

4億2382万円4億2382万円

商工費商工費　3%　3%
1億9819万円1億9819万円

土木費土木費　4%　4%
3億1385万円3億1385万円

消防費消防費　5%　5%
3億7946万円3億7946万円

災害復旧費災害復旧費
1%1%

4519万円4519万円

諸支出金諸支出金　1%　1%
7855万円7855万円

議会費議会費　1%　1%
8524万円8524万円

歳 出
74億7626万円

（対前年比+19億3785万円）

7474億億76267626万円万円をを認定 !認定 !
公債費
●元金　5億4918万円
●利子　2694万円
※町の借入金返済の元金
とその利息の返済です。

諸支出金
●財政調整基金費　
　7811万円
※基金への積み立て。

議会費　
●報酬
　3701万円
●使用料及び賃借料
　248万円

総務費
●総務管理費
　22億4393万円
●統計調査費
　1159万円

商工費 ●商工業振興費　1億3387万円
 ●観光費　　　　3710万円

土木費 ●道路橋りょう費　1億6639万円
 ●住宅費　　　　　4197万円

消防費
●常備消防費（山
武郡市広域行
政組合負担金）
　2億8337万円
●災害対策費
　6486万円

教育費
●小学校費
　2億3776万円
●中学校費
　1億743万円
●社会教育費
　8485万円

災害復旧費
●公共土木施設
災害復旧費
　4519万円

民生費
●社会福祉費
　12億6369万円
●児童福祉費
　4億5854万円

衛生費
●保健衛生費
　3億9465万円

農林水産費
●農業費
　3億8056万円
●水産業費
　4175万円

●総務管理費 ......... 16億3304万円の増（令和元年度決算額　6億1089万円）
新型コロナウイルス感染症の緊急経済対策として「特別定額給付金給付事業」を実施

●農業費 ................
1億2754万円の増（令和元年度決算額　2億5302万円）
令和元年台風第15号による被害を受けた農業経営者へ施設の修繕費用などを補助す
る「強い農業・担い手づくり総合支援交付金」を実施

●商工業振興費 ......
5825万円の増（令和元年度決算額　7562万円）
新型コロナウイルス感染症により町内飲食店が甚大な影響を受けている状況を応援
するため商品券を発行する「飲食店応援商品券補助金」を実施

●小学校費 ............. 3418万円の増（令和元年度決算額　2億358万円）
GIGAスクール構想関連のタブレットなどを購入

●財政調整基金費 ... 6504万円の減（令和元年度決算額　1億4315万円）
財政調整基金積立金の減少による

令和元年度決算額 

55億3841万円
国費を主要財源とする新型コロナウイルス感染症対策に係る各種事業費などに
より、全体として大幅な増額となりました。

前年度と比べた主な増減理由

九十九里町議会だより№10　令和3年12月1日 6



令和
2年
度

決算

町税町税
18%18%

14億8222万円14億8222万円

繰入金繰入金
1%1%

1億1046万円1億1046万円

その他その他
10%10%

8億3365万円8億3365万円

地方交付税地方交付税
25%25%

20億2567万円20億2567万円

国庫支出金国庫支出金
30%30%

24億595万円24億595万円

県支出金県支出金
6%6%

4億8065万円4億8065万円

町債町債
4%4%

3億2690万円3億2690万円

その他その他
6%6%

4億5618万円4億5618万円

歳 入
81億2168万円

（対前年比+20億4186万円）

一般会計一般会計のの歳出総歳出総額額
町税
町民税や固定
資産税など

繰入金
特別会計や基金
からの繰入

その他
自主財源
繰越金など

地方交付税
町の財政状況に
応じて国から交付
される

国庫支出金
国からの負担金・
補助金・委託金

県支出金
県からの負担金・
補助金・委託金

町債
町の借入金

その他
依存財源
地方消費税
交付金など

●国庫支出金 .........
20億1736万円の増（令和元年度決算額　3億8859万円）
特別定額給付金給付事業補助金や新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金などによる

●県支出金 ............. 1億3108万円の増（令和元年度決算額　3億4957万円）
強い農業・担い手づくり総合支援交付金（繰越明許費）などによる

●繰入金 ................ 2億7316万円の減（令和元年度決算額　3億8362万円）
令和元年台風被害に伴う財政調整基金の繰入の減などによる

●自主財源その他 ... 2億1137万円の増（令和元年度決算額　6億2228万円）
農業振興事業などに係る繰越金などによる

●依存財源その他 ... 4353万円の増（令和元年度決算額　4億1265万円）
平成28年度税制改正による法人事業税交付金の新設などによる

令和元年度決算額 

60億7982万円
特別定額給付金給付事業費補助金や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金など国庫支出金の増加により、前年に比べ大幅な増額となりました。

前年度と比べた主な増減理由

依存財源

70%

自主財源

30%

九十九里町議会だより№10　令和3年12月1日7



　 歳　入 歳　出 差引残額 繰越事業費

一　般　会　計 81億2167万6千円 74億7626万4千円 6億4541万2千円 4億3797万5千円

【特別会計】

給食事業会計 1億3803万9千円 1億3803万9千円 0 0

国民健康保険会計 19億8433万6千円 19億3370万3千円 5063万3千円 0

後期高齢者医療会計 2億2101万9千円 2億1795万8千円 306万1千円 0

介護保険会計 17億6910万8千円 17億90万6千円 6820万2千円 0

病院事業会計 5億5661万3千円 5億5661万3千円 0 110万3千円

農業集落排水事業会計 1億2605万8千円 1億2561万6千円 44万2千円 0

【企業会計】
ガス事業会計

収益的収入及び支出 3億5222万3千円 3億4196万8千円 1025万5千円 0

資本的収入及び支出 0 9263万6千円 ▲9263万6千円 0

各会計の決算状況

　令和2年度は、まちづくりの最上位計画に位置づ
けられている第4次総合計画の後期基本計画や「ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」の最終年度とな
ることから、目標達成に向け様々な事業が展開さ
れました。
　一般会計の中では、特に新型コロナウイルス感
染症対策として、特別定額給付金事業の迅速な給
付や小中学校のGIGAスクール構想の環境整備、中
小企業・個人事業主支援事業、子育て世帯への臨
時特別給付金事業などに取り組まれました。
　また給食事業、国民健康保険、後期高齢者医療、
介護保険、病院事業、農業集落排水事業の6つの
特別会計およびガス事業会計とも各会計の目的に
沿った事業が効率的に展開され、町民生活の向上
が図られました。
　新型コロナウイルス感染症の影響等により、今
後財政状況は一層厳しくなることが予想されます
が、これからも町民が安心して暮らせるまちづく
り、住み続けたくなるまちづくりのため、たゆま
ぬ努力を続けられますよう要望して、賛成討論と
いたします。

【国民健康保険特別会計決算】
　令和2年度の国民健康保険特別会計は、保険税
が3億7400万円、県支出金が13億3900万円、保
険給付費が13億3900万円、国保事業納付金5億
2900万円、保険事業費が830万円、実質収支
5063万円の黒字決算で、基金に積み立てられた残
高は5億3192万円です。基金を活用し、希望者に
はPCR検査や抗原検査の支援を要望します。
【後期高齢者医療特別会計決算】
　高齢者は、2度の消費税増税のもとで、生活費を
切り詰めて暮らしています。経済的にも身体的に
も大変な状況にあります。高齢者が安心して医療
にかかることができる皆保険制度を要望します。
【介護保険特別会計決算】
　年金暮らしの高齢者にとって介護保険料が高す
ぎて「利用抑制」が起きています。「保険あって介
護なし」の状態は深刻です。必要な介護を保障す
るためにも介護保険料の減免制度を求め、反対討
論といたします。

討論  鑓田 貴俊 議員 討論  谷川 優子 議員賛成賛成 反対反対

町民1人当たりに換算すると
“49万471円”でした。

※一般会計歳出総額÷令和3年3月31日現在の人口15,243人で計算
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飲食店応援商品券補助金飲食店応援商品券補助金

防災行政無線整備事業防災行政無線整備事業

ふるさと納税事業ふるさと納税事業

コロナ禍で影響を受けた町内飲食店を応援する
ため、商品券を全世帯に発行しました。

災害時の連絡体制を強化するため、防災行政無線
（移動系）デジタル化工事を実施しました。

庁舎安全対策事業庁舎安全対策事業
来庁者の安全・安心のため、庁舎の新型コロナウイ
ルス感染症予防対策を実施しました。

生活支援体制整備事業生活支援体制整備事業
高齢者を支える地域づくりのための送迎車両を購入
しました。

GIGAスクール構想関連GIGAスクール構想関連
各小中学校へタブレットや電子黒板を購入・設置し
ました。

庁舎建設基金積立金庁舎建設基金積立金
新庁舎建設に向け、建設費用の財源の積立。
（令和２年度末現在高１億5502万円）

ふるさと納税業務委託料などを支出しました。
【2289件、5936万円の寄附がありました。】

リフト付きリフト付き
ワゴン車両整備（ゆうあい号）ワゴン車両整備（ゆうあい号）
老朽化した福祉車両の更新を行いました。

6219
万円

4316
万円

948
万円

169
万円

5001
万円

2420
万円

344
万円

財源：特定財源 6219万円財源：特定財源 6219万円

財源：特定財源 4310万円財源：特定財源 4310万円
　　　一般財源 6万円　　　一般財源 6万円

財源：特定財源 948万円財源：特定財源 948万円

財源：特定財源 98万円財源：特定財源 98万円
　　　一般財源 33万円　　　一般財源 33万円
　　　その他　 38万円　　　その他　 38万円
    

財源：特定財源 1億8953万円 財源：特定財源 1億8953万円 
　　　一般財源 5万円　　　一般財源 5万円

財源：一般財源 5001万円財源：一般財源 5001万円

財源：一般財源 2420万円財源：一般財源 2420万円

財源：特定財源 330万円財源：特定財源 330万円
　　　一般財源 14万円　　　一般財源 14万円

議会が注目した事業を紹介します議会が注目した事業を紹介します
― このような事業に財源が使われました ―― このような事業に財源が使われました ―

令和2年度

決算

※特定財源とは、一般財源に対する区分で、使途が特定されている財源をいいます。
（国庫支出金、県支出金、地方債、分担金、負担金、寄附金など） 

1億1
8958
万円
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新たな日常に向けての新たな日常に向けての
補正予算を可決補正予算を可決

9月定例会9月定例会
会期9月7日～ 9月22日会期9月7日～ 9月22日

公共施設の長寿命化公共施設の長寿命化
～町民サービスの維持・向上のため～～町民サービスの維持・向上のため～

7月臨時会7月臨時会
会期 7月19日会期 7月19日

　

令
和
３
年
７
月
臨
時
会
は
、

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
３
議

案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り

承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
２
号

令
和
３
年
度
九
十
九
里
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
３
７
６
２
万
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
55
億
７
４
７
４
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉　

実
施
設
計
業
務
委

託
料（
中
央
公
民
館
空
調
整

備
）３
７
６
万
２
千
円

〈
歳
入
〉　

財
政
調
整
基
金
繰

入
金
46
万
２
千
円
、
中
央
公

民
館
長
寿
命
化
改
修
事
業

（
町
債
）３
３
０
万
円
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
９
月
定
例
会
は
、

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
追
加

議
案
を
含
む
議
案
20
件
、
報

告
７
件
が
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
、
認
定
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
可
決
し
た
主
な
議
案

　

本
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た

議
案
の
中
か
ら
、
町
議
会
が

注
目
し
た
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。議

案
第
１
号

令
和
３
年
度
九
十
九
里
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
８
４
７
１
万
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
56
億
５
９
４
５
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉　

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
等
扶
助
費
５
０
８
万

８
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
委

託
料
４
９
４
９
万
２
千
円
、

空
調
改
修
工
事（
い
わ
し
の

交
流
セ
ン
タ
ー
）１
６
１
７

万
円
、
防
火
水
槽
改
修
工
事

１
９
７
万
円
、
な
ど

〈
歳
入
〉　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費

負
担
金
４
９
４
９
万
２
千
円
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
事
業
補
助
金
２
５
４
万
４

千
円
、
い
わ
し
の
交
流
セ
ン

タ
ー
及
び
周
辺
施
設
整
備
基

金
繰
入
金
３
３
０
万
円
な
ど

を
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
２
〜
６
号

令
和
３
年
度
九
十
九
里
町

特
別
会
計
補
正
予
算

　

給
食
事
業
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
、
病
院
事

業
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排

水
事
業
会
計
、
ガ
ス
事
業
会

計
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

の
人
事
異
動
に
伴
う
、
人
件

費
の
増
減
に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。

《
追
加
議
案
》

議
案
第
19
号

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

地
方
独
立
行
政
法
人
東
金

九
十
九
里
地
域
医
療
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
不
適
切
な
業
務

運
営
に
関
し
、
設
立
団
体
の

責
任
と
し
て
町
長
及
び
副
町

長
の
給
料
の
支
給
額
を
減
額

す
る
条
例
の
制
定
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
町
長

は
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら

３
か
月
間
、
副
町
長
は
令
和

３
年
10
月
１
日
か
ら
１
か
月

間
、
給
料
月
額
の
10
％
を
減

額
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

※空調機イメージ
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p12

p13

p14

p15

p16

p17

ズバリ聞きます！ズバリ聞きます！

QQ&AA一 質般 問

谷川 優子 議員 ............................
◆コロナ対策とワクチン接種状況について
◆東千葉メディカルセンターに係る第三者委員
会調査報告について
◆生理の貧困対策について
◆通学路の点検の実施について

荒木かすみ 議員 ..........................
◆防災対策について
◆町営住宅について
◆高齢者支援について

善塔 道代 議員 ............................
◆新型コロナワクチン接種について
◆子宮頸がん予防ワクチン接種について
◆動物愛護について
◆防災対策について

西村 みほ 議員 ............................
◆まちづくりの目標である「活力ある産業振興
と賑わいのあるまちづくり」の施策について
◆防災計画について
◆子育て支援について
◆ごみの出し方の周知について
◆GIGAスクールについて

鑓田 貴俊 議員 ............................
◆津波避難訓練の実施と住民の防災意識の向上
について
◆農地の集積推進について

細田 一男 議員 ............................
◆入札制度について
◆海の駅九十九里の施設整備について
◆県道飯岡一宮線に架かる作田川架橋の建設
計画について
◆県道飯岡一宮線の排水路の悪臭対策並びに
排水対策について
◆防潮堤の設置・建設について
◆東千葉メディカルセンターの運営について

ここが聞きたいここが聞きたい
九十九里町の九十九里町の

9月定例会 6人の議員が町政を問う

※掲載できなかった質問内容は、町ホームページから
ご覧いただけます。

九十九里町議会だより№10　令和3年12月1日11



谷
たに

川
かわ

 優
ゆう

子
こ

 議員

ワ
ク
チ
ン
接
種
と

大
規
模
検
査
を

万
円
）を
活
用
し
、
ワ
ク
チ
ン
供
給

の
安
定
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
10
代
20

代
の
希
望
者
に
は
抗
体
検
査
を
実
施

す
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答 

【
健
康
福
祉
課
長
】町
内
に
は
対
象

者
数
が
２
０
７
３
人
い
ま
す
。
す
べ

て
の
方
が
抗
原
検
査
を
実
施
し
た
場

合
、
１
件
３
５
０
０
円
の
検
査
料
と

い
た
し
ま
す
と
、
約
７
０
０
万
円
の

費
用
が
か
か
る
も
の
と
試
算
し
て
お

り
ま
す
。
国
や
県
の
動
向
を
見
据
え

な
が
ら
、
検
査
に
対
す
る
一
部
助
成

を
含
め
今
後
検
討
し
ま
す
。

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

の
不
正
な
業
務
運
営
に
つ
い
て

の
不
正
な
業
務
運
営
に
つ
い
て

問 

町
長
は
設
立
団
体
と
し
て
監
督
責

任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

【
町
長
】　

監
督
責
任
と
し
て
私
は

10
％
３
か
月
の
減
給
、
副
町
長
は
10

％
１
か
月
の
減
給
に
処
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。
今
後
、
第
三
者
委
員
会
で

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
厳

正
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
当
委

員
会
か
ら
の
提
言
に
つ
い
て
は
、
早

期
に
是
正
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問 

設
立
団
体
に
よ
る
適
切
な
検
査
権

の
行
使
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と
供
給
見

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と
供
給
見

通
し
に
つ
い
て

通
し
に
つ
い
て

問 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
と
供
給
見

通
し
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答 

【
町
長
】　

12
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の

接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
整
を
行

っ
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン

供
給
が
不
透
明
な
状
況
で
す
が
、
医

療
機
関
と
協
議
を
行
い
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
早
期
に
完
了
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問 

感
染
拡
大
を
抑
え
る
た
め
に
も
、

国
保
基
金（
基
金
残
高
５
億
３
０
０
０

答 

【
町
長
】　

第
三
者
委
員
会
の
提
言

に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は

設
立
団
体
と
し
て
躊
躇
す
る
こ
と
な

く
、
法
に
基
づ
く
権
限
の
行
使
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
生
理
の
貧
困
」対
策
に
つ
い
て

「
生
理
の
貧
困
」対
策
に
つ
い
て

問 

自
治
体
に
よ
っ
て
は
防
災
備
蓄
用

の
生
理
用
品
を
供
出
し
配
布
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ

に
返
却
不
要
の
生
理
用
品
の
常
備
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
九
十
九
里
町

で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答 

【
教
育
長
】家
庭
の
経
済
的
な
理
由

で
、
生
理
用
品
を
十
分
に
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
い「
生
理
の
貧
困
」が

社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

町
校
長
会
議
で
協
議
し
た
結
果
、
九

十
九
里
中
学
校
で
試
験
的
に
、
各
女

子
ト
イ
レ
に
衛
生
面
を
考
慮
し
た
上

で
生
理
用
品
を
常
備
い
た
し
ま
す
。

問 

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
も
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
あ
る
よ
う
に
返

却
不
要
の
生
理
用
品
の
常
設
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
町
の
取
り
組
み
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答 

【
社
会
福
祉
課
長
】女
性
が
働
き
や

す
い
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
も
行

政
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
試
験
的
に
保
健
セ

ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設

置
を
考
え
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
緊
急
一
斉
点
検
の
実

通
学
路
の
緊
急
一
斉
点
検
の
実

施
に
つ
い
て

施
に
つ
い
て

問 

千
葉
県
内
の
す
べ
て
の
小
学
校
の

通
学
路
に
お
け
る「
緊
急
一
斉
点
検
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
小
学
校
で
危
険
箇
所

の
調
査
は
さ
れ
た
の
か
。

答 

【
教
育
長
】 

九
十
九
里
町
通
学
路

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
毎
年

度
、
通
学
路
の
安
全
点
検
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
中
学
校
も

含
め
、
各
学
校
に
通
学
路
の
安
全
点

検
を
依
頼
し
ま
し
た
。
危
険
箇
所
は
、

19
箇
所
の
報
告
が
あ
り
、
８
月
４
日

に
山
武
土
木
事
務
所
、
東
金
警
察
署
、

各
関
係
課
、
学
校
、
教
育
委
員
会
が

連
携
し
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

問 

危
険
箇
所
の
具
体
的
な
対
策
と
期

間
・
ま
た
通
学
路
の
歩
道
の
設
置
は
。

答 

【
教
育
長
】 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新

規
設
置
や
路
面
標
示
等
の
再
塗
装
な

ど
実
施
す
る
予
定
で
す
。
期
間
は
令

和
３
年
８
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
で

す
。

ここが聞きたい 一般質問
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荒
あら

木
き

 かすみ 議員

集
中
豪
雨
の
備
え
万
全
に
！

急
な
介
護
に
早
い
情
報
を
！

土
木
事
務
所
長
宛
に
冠
水
の
改
善
に

係
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

問 

災
害
用
備
品
の
補
充
や
見
直
し
は
。

答 

【
町
長
】消
費
期
限
な
ど
が
設
定
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
期
限
の
１
年
前

を
目
途
に
、
消
耗
品
な
ど
は
定
期
的

な
入
れ
替
え
を
行
い
品
質
保
全
に
努

め
て
い
ま
す
。

避
難
所
の
利
用
に
つ
い
て

避
難
所
の
利
用
に
つ
い
て

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
何
人
く
ら
い
収
容
で

き
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
や

周
知
は
。

答 

【
総
務
課
長
】コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

避
難
所
を
開
設
し
た
場
合
は
、
密

集
・
密
接
を
回
避
す
る
た
め
十
分
な

避
難
者
相
互
の
間
隔
を
設
け
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比

較
し
ま
す
と
収
容
人
員
は
４
分
の
１

（
約
５
２
０
人
）程
度
と
な
り
ま
す
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
避
難
所
を
開

設
す
る
際
に
は
、
収
容
人
員
も
か
な

り
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
在
宅
避

防
災
対
策

防
災
対
策

問 

内
水
防
除
の
町
の
取
り
組
み
は
。

答 
【
町
長
】県
道
飯
岡
一
宮
線
付
近
の

冠
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
県
道
の

排
水
路
を
所
管
す
る
山
武
土
木
事
務

所
か
ら
、
具
体
的
な
対
応
方
法
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
県
か
ら
町
に
対
し
多

額
の
事
業
費
が
必
要
で
あ
り
、
財
源

負
担
等
に
つ
い
て
、
町
と
協
議
し
な

が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
順
次
対
応

を
図
り
た
い
と
の
説
明
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

 

町
と
し
て
は
再
度
、
７
月
に
山
武

難
や
友
人
・
知
人
宅
へ
の
避
難
も
併

せ
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問 

携
帯
ト
イ
レ
・
簡
易
ト
イ
レ
の
備

え
は
。

答 

【
総
務
課
長
】現
在
町
が
備
蓄
し
て

い
る
携
帯
ト
イ
レ
・
簡
易
ト
イ
レ
は
、

簡
易
組
み
立
て
ト
イ
レ
室
内
用
が
17

台
、
屋
外
用
６
台
、
携
帯
ト
イ
レ
が

３
０
０
０
０
袋
、
障
が
い
者
用
簡
易

組
み
立
て
ト
イ
レ

12
台
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

町
営
住
宅

町
営
住
宅

問 

町
営
住
宅
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答 

【
町
長
】建
替
え
や
借
上
げ
住
宅
方

式
な
ど
町
営
住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
支
援

高
齢
者
支
援

問 

認
知
症
養
成
講

座
の
推
進
と
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
状
況
は
。

答 

【
健
康
福
祉
課

長
】認
知
症
家
族

の
会
を「
ち
ど
り

の
里
」で
２
ヶ
月

に
１
回
開
催
し
て
お
り
、
ま
た
、
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎
週「
ち
ど

り
の
里
」で
実
施
し
て
お
り
、
令
和

２
年
度
は
延
べ
72
人
の
方
に
利
用
い

た
だ
い
て
ま
す
。

問 

介
護
士
養
成
の
支
援
に
つ
い
て
は
。

答 

【
町
長
】今
後
は
、
次
世
代
を
担
う

学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
職
場
体
験

を
実
施
し
、
介
護
分
野
へ
の
理
解
を

深
め
、
介
護
人
材
の
確
保
に
繋
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

問 

介
護
離
職
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
介
護

休
暇
・
介
護
保
険
の
利
用
促
進
を
。

答 

【
健
康
福
祉
課
長
】月
に
１
回
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
町

内
の
薬
局
に
出
張
し
、
高
齢
者
な
ど

の「
困
り
事
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
。

　
　

介
護
休
業
制
度
の
ご
案
内
に
つ
き

ま
し
て
は
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
介
護

保
険
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
一
緒
に
配
布

し
、
ご
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
。

問 

職
員
の
介
護
休
暇
取
得
状
況
は
。

答 

【
総
務
課
長
】「
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
」並
び
に「
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

規
則
」に
お
い
て
、
制
度
は
導
入
し

て
い
ま
す
。
前
年
度
会
計
年
度
任
用

職
員
１
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

九十九里町議会だより№10　令和3年12月1日13



善
ぜん

塔
とう

 道
みち

代
よ

 議員

希
望
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
全
力
で
!!

ー
ズ
ン
を
考
慮
し
、
年
内
に
２
回
接

種
が
完
了
す
る
よ
う
、
行
う
こ
と
で

調
整
が
完
了
致
し
ま
し
た
。
小
児
科

医
の
い
る
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
で
接
種
す
る
こ
と
か
ら
接
種
後

副
反
応
で
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
、
接
種
以
降
に
発
生

の
恐
れ
の
あ
る
発
熱
・
倦
怠
感
等
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
町
内
医

療
機
関
に
対
応
依
頼
済
み
で
す
。

問 

リ
ス
ク
の
あ
る
妊
婦
・
配
偶
者
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
接
種
は
。

答 
【
健
康
福
祉
課
長
】町
が
把
握
し
て

い
る
妊
娠
届
の
あ
る
方
及
び
そ
の
同

居
の
家
族
に
改
め
て
接
種
の
案
内
を

個
別
に
行
い
、
接
種
を
希
望
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
希
望
日
を
伺
い
優
先

接
種
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
出
産

直
後
や
授
乳
中
の
方
な
ど
、
現
時
点

に
お
い
て
接
種
が
難
し
い
状
況
の
方

に
は
、
接
種
可
能
な
時
期
に
ご
案
内

で
き
る
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

問 

職
員
・
保
育
士
・
教
員
の
接
種
は
。

答 

【
町
長
】こ
ど
も
園
を
含
む
町
内
学

校
施
設
等
に
従
事
す
る
教
職
員
等
に

つ
い
て
は
、
本
町
独
自
の
対
応
と
し

て
夏
休
み
期
間
中
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

完
了
し
、
２
学
期
か
ら
の
学
校
に
お

け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
リ
ス
ク
の
軽

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問  

12
歳
以
上
の
接
種
に
つ
い
て
町
の

取
り
組
み
は
。

答 

【
町
長
】12
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
接

種
に
つ
い
て
は
、
接
種
後
の
副
反
応

が
強
い
な
ど
の
情
報
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
小
児
科
医
の
い
る
医
療
機
関
で

の
接
種
を
検
討
し
て
お
り
、
医
療
機

関
と
調
整
を
行
な
い
、
接
種
体
制
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

答 

【
健
康
福
祉
課
長
】本
町
が
設
立
団

体
で
あ
り
小
児
科
医
の
い
る
東
千
葉

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
、
受
験
シ

減
お
よ
び
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て

お
り
ま
す
。
町
職
員
に
つ
い
て
も
、

集
団
接
種
会
場
に
従
事
す
る
職
員
を

優
先
的
に
接
種
し
、
接
種
会
場
に
お

け
る
感
染
予
防
対
策
に
努
め
て
い
ま

す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

問 

定
期
接
種
の
位
置
付
け
は
。

答 

【
町
長
】予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定

期
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
千
葉
県
内
定
期
予
防
接

種
相
互
乗
入
れ
制
度
協
力
医
療
機
関

に
お
い
て
公
費
負
担
に
よ
り
無
料
で

実
施
で
き
る
予
防
接
種
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
今
後

も
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
お
よ
び
接
種

後
の
副
反
応
等
、
双
方
に
つ
い
て
十

分
な
周
知
を
行
い
、
引
き
続
き
必
要

な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

動
物
愛
護

動
物
愛
護

問 

飼
い
主
の
い
な
い
犬
猫
の
対
策
は
。

答 

【
町
長
】犬
猫
の
飼
養
に
関
し
て
は
、

町
に
は
指
導
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
保

健
所
に
指
導
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
、
町

民
に
犬
猫
の
飼
養
に

関
す
る
モ
ラ
ル
を
周
知
し
、
意
識
向

上
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

町
の
防
災
対
策

町
の
防
災
対
策

問  

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
取
り
組
み
は
。

答 

【
総
務
課
長
】避
難
所
で
は
様
々
な

人
が
共
同
生
活
を
送
る
こ
と
か
ら
、

人
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
は
別
の
場
所

で
飼
養
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
指
定

す
る
こ
と
に
よ
り
同
行
避
難
者
へ
の

対
応
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
る
た
め
、
今
後「
避
難
所
に

お
け
る
ペ
ッ
ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問  

避
難
所
に
な
る
小
中
学
校
の
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
と
網
戸
の
設
置
は
。

答 

【
教
育
長
】小
中
学
校
の
体
育
館

は
構
造
上
、
断
熱
性
能
の
確
保
や
網

戸
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か

し
、
酷
暑
が
恒
常
化
す
る
中
、
学
校

の
体
育
館
は
災
害
時
に
避
難
所
と

し
て
の
活
用
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
が
避
難
さ
れ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

関
係
各
課
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ここが聞きたい 一般質問
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西
にし

村
むら

 みほ 議員

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
！

条
の
農
地
の
権
利
取
得
の
緩
和
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。

答 

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】近
隣
市

町
村
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
下

限
面
積
の
設
定
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
計
画

防
災
計
画

問  

「
自
主
防
災
組
織
」の
結
成
数
を
増

や
す
た
め
の
今
後
の
推
進
計
画
は
。

答 

【
町
長
】平
成
28
年
度
よ
り
毎
年
５

つ
の
組
織
の
結
成
を
目
標
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
計
画
ど
お

り
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

自
主
防
災
活
動
に
関
す
る
普
及
・
啓

発
事
業
に
よ
り
住
民
全
体
の
意
識
の

向
上
を
図
り
、
一
つ
で
も
多
く
の
自

主
防
災
組
織
が
結
成
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

防
災
に
関
し
て
知
識
を
有
す
る
防

災
士
の
資
格
取
得
時
の
費
用
助
成
な

ど
の
ご
検
討
は
。

答 

【
総
務
課
長
】近
年
の
災
害
で
は
防

災
士
に
よ
る
避
難
や
復
旧
・
復
興
に

係
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
被
災

地
支
援
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
防
災
士
を
養
成
し

自
主
防
災
組
織
や
学
校
、
職
場
に
配

置
す
る
と
い
っ
た
事
例
が
各
地
で
広

「
活
力
あ
る
産
業
振
興
と
賑
わ
い

「
活
力
あ
る
産
業
振
興
と
賑
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
施
策

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
施
策

問  
新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
の
具

体
的
な
施
策
は
。

答 

【
町
長
】次
世
代
を
担
う
農
業
者
と

な
る
こ
と
を
目
指
す
新
規
就
農
者
に

対
し
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

を
活
用
し
、
経
営
が
不
安
定
と
な
る

就
農
直
後
５
年
間
の
資
金
を
交
付
す

る
こ
と
で
、
早
期
の
経
営
確
立
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

問  

町
内
で
新
規
就
農
者
を
一
人
で
も

多
く
増
や
す
た
め
に
、
農
地
法
第
３

が
っ
て
お
り
、
防
災
士
の
社
会
的
評

価
と
期
待
が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
本
町

で
も
防
災
講
演
や
自
主
防
災
組
織
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
防
災
士
資
格
取
得
助

成
金
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問  

町
内
小
学
校
の
災
害
発
生
時
の
避

難
計
画
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て
。

答 

【
教
育
長
】各
小
学
校
で
は
学
校
安

全
全
体
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
そ

の
中
に
災
害
発
生
時
の
避
難
計
画
も

各
小
学
校
区
の
地
域
の
実
態
に
応
じ

て
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
計

画
に
基
づ
い
た
避
難
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
学
校
で
の
災
害
時
に
お

け
る
具
体
的
な
避
難
行
動
に
つ
い
て

理
解
し
、
実
施
す
る
中
で
見
直
し
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
児
童
と
教
職

員
だ
け
で
な
く
、
避
難
訓
練
の
様
子

を
学
校
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
た
り
、

保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
訓
練
を
実
施

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
に
も

周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
よ
り
安
全
な
引
き
渡
し
に
向

け
て
、
様
々
な
機
会
に
保
護
者
と
情

報
共
有
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

数
の
増
加
に
よ
り
万
が
一
の
休
業
の

際
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
可
能
性
は
。

答 

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】今
後
、

臨
時
休
業
と
な
る
こ
と
は
十
分
に
考

え
ら
れ
ま
す
。
９
月
に
中
学
校
の
全

生
徒
、
各
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰
り
を
行

い
、
土
日
に
家
庭
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
接
続
確
認
や
学
習
支
援
ソ
フ
ト

の
利
用
な
ど
を
試
験
的
に
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
児
童
・
生
徒

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
問
題
点

等
の
洗
い
出
し
を
行
い
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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鑓
やり

田
た

 貴
たか

俊
とし

 議員

心
の
中
に
も
常
に

災
害
へ
の
備
え
を
！

認
も
含
め
職
員
に
よ
る「
非
常
時
参

集
訓
練
」を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

問  

実
施
す
る
場
合
の
具
体
的
な
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
か
。

答 

【
町
長
】実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
過

去
の
災
害
を
踏
ま
え
、「
房
総
沖
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
強
の
地
震

発
生
に
伴
う
５
ｍ
の
津
波
襲
来
」を

想
定
し
た
計
画
と
し
ま
す
。

問  

津
波
避
難
警
報
が
発
令
さ
れ
る
際

に
お
け
る
避
難
行
動
の
留
意
点
は
。

答 

【
町
長
】津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た

り
、
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
場
合
は
、

海
岸
や
河
川
か
ら
遠
く
離
れ
た
内
陸

ま
で
迅
速
に
避
難
す
る
こ
と
が
原
則

で
す
。

　
　

こ
の
こ
と
は
、
最
も
有
効
な
避
難

行
動
で
あ
る

た
め
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
誌
な

ど
で
住
民
に

周
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で

す
。

問  

避
難
訓
練
の
実
施
と
自
主
防
災
組

織
結
成
の
双
方
を
リ
ン
ク
さ
せ
進
め

る
考
え
は
あ
る
か
。

答 

【
町
長
】災
害
発
生
直
後
の
避
難
支

援
は
、
住
民
に
最
も
身
近
な
自
主
防

津
波
避
難
訓
練
の
実
施
と
住
民

津
波
避
難
訓
練
の
実
施
と
住
民

の
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
い
て

の
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
い
て

問  

津
波
避
難
訓
練
実
施
に
対
す
る
町

の
方
針
は
。

答 

【
町
長
】津
波
に
よ
る
被
害
は
広
範

囲
に
わ
た
る
た
め
、
避
難
訓
練
は
複

数
の
自
治
区
や
消
防
団
、
関
係
機
関

な
ど
と
合
同
で
実
施
す
る
こ
と
が
実

践
的
な
訓
練
に
な
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
後
に
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
本
年
度
は
初
動
体
制
の
確

災
組
織
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
　

こ
の
た
め「
自

ら
の
命
は
自
ら
守

る
」こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
自
主
防

災
に
つ
い
て
意
識

の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
組
織
単
位
の
訓
練
や
町
総

合
防
災
訓
練
へ
の
参
加
を
計
画
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問  

町
内
に
築
山
を
設
置
す
る
必
要
性

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
方
は
。

答 

【
町
長
】津
波
発
生
時
に
町
民
や
来

遊
客
の
避
難
が
遅
れ
た
場
合
の
一
時

避
難
施
設
と
し
て
築
山
は
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
築
山
を
設
置
す

る
に
は「
広
大
な
土
地
が
必
要
と
な

る
」場
合
や「
設
置
後
の
維
持
管
理
に

も
課
題
」が
生
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
か
ら
町
と
し
て
は
、
小

さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
も
設
置
可
能
な

「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
」の
設
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
地
の
集
積
推
進
に
つ
い
て

農
地
の
集
積
推
進
に
つ
い
て

問  

農
地
集
積
の
取
り
組
み
に
関
す
る

町
の
現
状
認
識
は
。

答 

【
町
長
】耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

や
解
消
、
耕
作
地
の
団
地
化
を
図
る

た
め
に
は
、
千
葉
県
農
地
中
間
管
理

機
構
お
よ
び
町
農
業
委
員
会
と
連
携

を
図
り
、
農
地
集
積
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

問  

本
町
に
お
け
る
利
用
権
の
設
定
状

況
と
今
後
の
課
題
は
。

答 

【
町
長
】令
和
２
年
度
に
お
い
て
利

用
権
が
設
定
さ
れ
た
農
地
は
27
・
６

ｈ
ａ
、
そ
の
う
ち
新
規
の
設
定
は

15
・
５
ｈ
ａ
で
す
。

　
　

今
後
は
、
集
積
を
進
め
て
い
く
上

で
、「
担
い
手
不
足
」や「
借
り
手
の

条
件
に
あ
っ
た
農
地
が
少
な
い
」こ

と
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問  

今
後
町
と
し
て
取
り
組
む
具
体
的

な
施
策
は
あ
る
か
。

答 

【
町
長
】町
で
は
地
域
農
業
の
あ
り

方
や
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
の

将
来
展
望
な
ど
を
計
画
し
た「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」を
本
年
３
月
に
作
成

し
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

今
後
は
、
こ

の
計
画
に
基
づ

き
地
域
の
中
心

経
営
体
で
あ
る

認
定
農
業
者
等

へ
の
農
地
集
積

を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ここが聞きたい 一般質問
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細
ほそ

田
だ

 一
かず

男
お

 議員

人
づ
く
り
地
域
づ
く
り

町
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
末
を
期

限
と
し
た
長
期
継
続
契
約
と
し
て
お

り
ま
す
。

海
の
駅
九
十
九
里
の
施
設
整
備

海
の
駅
九
十
九
里
の
施
設
整
備

に
つ
い
て

に
つ
い
て

問  

屋
外
に
ト
イ
レ
の
設
置
・
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
。

答 

【
町
長
】屋
外
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
補
助
制
度
の
内
容
を
精
査
し
、

設
置
に
つ
い
て
、
再
度
、
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、

海
の
駅
周
辺
へ
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
津
波
対
策
工
事
の
影
響
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
工
事
の
進
捗
状
況
を

考
慮
し
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
道
飯
岡
一
宮
線
の
排
水
路
の

県
道
飯
岡
一
宮
線
の
排
水
路
の

悪
臭
対
策
及
び
排
水
対
策
に

悪
臭
対
策
及
び
排
水
対
策
に

つ
い
て

つ
い
て

問  

汚
泥
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫な

ど
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答 【
町
長
】県
道
飯
岡
一
宮
線
の
排
水

路
の
悪
臭
問
題
に
つ
い
て
は
、
長
き
に

わ
た
り
沿
線
住
民
か
ら
、
天
気
や
風

向
き
に
よ
り
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
バ
イ
オ

入
札
制
度
に
つ
い
て

入
札
制
度
に
つ
い
て

問  

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
委
託

事
業
の
入
札
内
容
に
つ
い
て
。

答 

【
町
長
】本
事
業
の
受
託
者
の
選
定

に
つ
い
て
は
、
町
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
、
か
つ
、
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
を
受
け
て
い

る
事
業
者
の
中
か
ら
、
本
町
を
含
め
、

県
内
他
市
町
村
に
お
け
る
同
種
業
務

の
実
績
等
を
基
に
６
事
業
者
を
予
選

し
、
当
該
業
務
に
つ
い
て
最
低
価
格

で
応
札
し
た
事
業
者
と
契
約
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
契
約
期
間

パ
ネ
ル
の
設
置
、
Ｅ
Ｍ
菌
や
塩
素
滅

菌
剤
の
散
布
、
海
水
循
環
施
設
整
備

な
ど
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
お
り

ま
す
が
、
根
本
的
な
解
決
に
い
た
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
排
水

路
の
管
理
者
で
あ
る
山
武
土
木
事
務

所
へ
、
排
水
路
の
汚
泥
の
浚
渫
を
要

望
し
、
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
に
対
し
て

周
辺
住
民
の
環
境
改
善
に
向
け
た
働

き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

大
雨
時
に
粟
生
・
屋
形
・
須
原
地

区
付
近
で
発
生
す
る
洪
水
災
害
対
策

に
つ
い
て
。

答 

【
町
長
】近
年
の
集
中
豪
雨
や
台
風

の
影
響
で
、
度
々
、
冠
水
被
害
を
受

け
て
い
る
こ
と
か
ら
本
年
７
月
に
県

道
の
排
水
路
を
所
管
し
て
い
る
山
武

土
木
事
務
所
長
あ
て
に
、
冠
水
対
策

等
に
係
る
要
望
書
を
提
出
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
、
排
水

対
策
に
つ
い
て
山
武
土
木
事
務
所
と

協
議
を
進
め
、
順
次
、
改
善
で
き
る

対
策
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

防
潮
堤
の
設
置
・
建
設
に
つ
い
て

防
潮
堤
の
設
置
・
建
設
に
つ
い
て

問  

片
貝
漁
港
に
建
設
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
防
潮
堤
の
建
設
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

答 

【
町
長
】進
捗
状
況
に
つ
い
て
県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
、
工
事

を
実
施
す
る
た
め
の
測
量
及
び
設
計

等
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
10
月
頃
よ

り
順
次
工
事
を
着
手
す
る
予
定
で
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
町
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
津
波
対

策
事
業
が
早
期
に
完
了
す
る
よ
う
、

県
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

の
運
営
状
況
に
つ
い
て

の
運
営
状
況
に
つ
い
て

問  

不
適
切
な
業
務
運
営
の
調
査
等
に

関
す
る
第
三
者
委
員
会
の
調
査
・
報

告
が
あ
っ
た
が
、
結
果
を
受
け
て
町

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

答 【
町
長
】設
立
団
体
の
長
と
し
て
、
今

回
の
調
査
結
果
を
重
く
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。
第
三
者
委
員
会
で
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
厳
正
な
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、
当
委
員
会
か

ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
法
人
、
同
じ

設
立
団
体
の
東
金
市

及
び
県
と
、
早
期
に

協
議
を
行
い
、
改
善

計
画
を
策
定
し
、
再

発
防
止
及
び
適
正
な

業
務
運
営
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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定例会審議結果を公開

議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明

町長提出議案
議 案
第 1 号

令和3年度九十九里町一般会計補正予算（第6号）
10ページ参照 原案可決 ○○○○○―○○○○○○×○

議 案
第 2 号

令和3年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第1号）
総務費を増額し、総額1億6556万6千円とする 原案可決 ○○○○○－○○○○○○○○

議 案
第 3 号

令和3年度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第1号）
地域支援事業費、諸支出金を増額し、総額17億2777万5千円とする 原案可決 ○○○○○－○○○○○○○○

議 案
第 4 号

令和3年度九十九里町病院事業特別会計補正予算（第1号）
総務費を増額し、総額4億1997万5千円とする 原案可決 ○○○○○－○○○○○○○○

議 案
第 5 号

令和3年度九十九里町農業集落排水事業会計補正予算（第1号）
収益的収入および支出の予算額に収入支出それぞれ4千円を追加する 原案可決 ○○○○○－○○○○○○○○

議 案
第 6 号

令和3年度九十九里町ガス事業会計補正予算（第1号）
収益的収入および支出の予算額に収入支出それぞれ21万6千円を追加
する

原案可決 ○○○○○－○○○○○○○○

議 案
第 7 号

令和2年度九十九里町一般会計歳入歳出決算の認定について
6～9ページ参照 認定 ○○○○○－○○○○○○×○

議 案
第 8 号

令和2年度九十九里町給食事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
6～9ページ参照

認定 ○○○○○－○○○○○○○○

議 案
第 9 号

令和2年度九十九里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について
6～9ページ参照

認定 ○○○○○－○○○○○○×○

議 案
第10号

令和2年度九十九里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について
6～9ページ参照

認定 ○○○○○－○○○○○○×○

議 案
第11号

令和2年度九十九里町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
6～9ページ参照

認定 ○○○○○－○○○○○○×○

議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明

町長提出議案

議 案
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて
【令和3年度九十九里町一般会計補正予算（第4号）】
衛生費を増額し、総額を55億7098万5千円とする

承認 ○○○○○○○○－○○○○○

議 案
第 2 号

令和3年度九十九里町一般会計補正予算（第5号）
10ページ参照 原案可決○○○○○○○○－○○○○○

議 案
第 3 号

契約の締結について
真亀丘地区農業集落排水処理施設工事 原案可決○○○○○○○○－○○○○○

7月臨時会

9月定例会
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令和3年7月臨時会・9月
議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明

町長提出議案

議 案
第12号

令和2年度九十九里町病院事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
6～9ページ参照

認定 ○○○○○－○○○○○○×○

議 案
第13号

令和2年度九十九里町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定について
6～9ページ参照

認定 ○○○○○－○○○○○○○○

議 案
第14号

令和2年度九十九里町ガス事業会計利益の処分及び決算の認定
について
6～9ページ参照

認定 ○○○○○－○○○○○○○○

議 案
第15号

九十九里町個人情報保護条例及び九十九里町個人番号の利用に
関する条例の一部を改正する条例の制定について
「行政手続における特定個人を識別するための番号の利用等に関する
法律」の一部改正に伴い、条例の所要の一部改正

原案可決○○○○○－○○○○○○×○

議 案
第16号

九十九里町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
「行政手続における特定個人を識別するための番号の利用等に関する
法律」の一部改正に伴い、条例の所要の一部改正

原案可決○○○○○－○○○○○○×○

議 案
第17号

教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて
任期満了となる委員を再任命するもの 原案同意○○○○○－○○○○○○○○

議 案
第18号

地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの中期目標を
定めることについて
地方独立行政法人法第25条の規定により、東金九十九里地域医療セン
ターの達成すべき業務運営に関する目標を定めるもの

原案可決○○○○○－○○○○○○×○

《追加議案》 町長提出議案
議 案
第19号

町長及び副町長の給料の特例に関する条例の制定について
10ページ参照 原案可決○×××○－○○×○×○○○

議 案
第20号

監査委員の選任につき議会の同意を求めることについて
3ページ参照 原案同意○○○○○－○○○○×○×－

　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠　　※議長（古川　徹議員）は採決に加わりません。
※議案第20号「監査委員の選任につき議会の同意を求めることについて」…古川　明議員は地方自治法第117条の規定により、
退席のため採決に加わりません。

町長提出報告

報 告
第 1 号 令和2年度九十九里町健全化判断比率の報告について

報 告
第 2 号 令和2年度九十九里町農業集落排水事業特別会計の資金不足比率の報告について

報 告
第 3 号 令和2年度九十九里町ガス事業会計の資金不足比率の報告について

報 告
第 4 号 私債権の放棄について（ガス料金）

報 告
第 5 号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの経営状況について

報 告
第 6 号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの令和2事業年度における業務実績に関する評価結果について

報 告
第 7 号

地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの第3期中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の
期間における業務実績に関する評価結果について
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7
月

1日 議会だより編集委員会／海の安全祈願祭

19日 7月臨時会

20日 例月出納検査

8
月

4日 第1回定期監査（企画財政課・住民課）

5日 第1回定期監査（総務課・税務課）

16日 令和2年度決算審査（企画財政課・税務課）

17日 令和2年度決算審査（総務課・健康福祉課）

18日 令和2年度決算審査（まちづくり課・住民課・社会福祉課）

19日
令和2年度決算審査（教育委員会事務局・産業振興課・農業委員会事務局・現地調査（九十九里中学校））

令和3年第2回山武郡市広域行政組合議会定例会（東金市）

20日 病院運営改革推進特別委員会／例月出納検査

23日 令和2年山武郡市広域水道企業団議会8月定例会（東金市）／山武郡市広域水道企業団議会協議会（東金市）

26日 令和3年第2回九十九里地域水道企業団理事会（東金市）

30日 議会運営委員会／全員協議会

9
月

7日 9月定例会（初日）

8日 9月定例会（2日目）

9日 9月定例会（3日目）

10日 9月定例会（4日目）

13日 総務経済常任委員会（決算説明　企画財政課・産業振興課・農業委員会事務局）

14日 総務経済常任委員会（決算説明　総務課・ガス課・まちづくり課）／議会改革推進特別委員会

16日 文教民生常任委員会（決算説明　税務課・住民課・健康福祉課）

17日 文教民生常任委員会（決算説明　社会福祉課・教育委員会事務局）

22日 9月定例会（5日目）／全員協議会

24日 例月出納検査

12月定例会予定（素案）

12
月

2日㈭ 開会／一般質問

3日㈮ 一般質問

7日㈫ 質疑・採決

8日㈬ 閉会

議会活動日誌議会活動日誌 2021年7月～9月
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9月定例会に行
われた詳しい内
容は、町のホー
ムページをご覧
ください。

※本案はおおむねの日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議されます。

　

議
会
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と
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